
令和元年度 第５回 佐治地域振興会議 日程 
日 時：令和元年１０月２５日（金）１８：３０～ 

場 所：佐治町総合支所 ２階大会議室       

 

 

１．開  会 

 

２．あいさつ 

 

３．協議・報告事項 

（１）鳥取市生活交通創生ビジョン策定に係る意見交換について 

 

 

 

（２）さじアストロパーク今後の在り方について 

 

 

 

（３）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊次回   月  日（ ）  時～ 於： 

 

 

４．閉  会  



佐治地域振興会議委員名簿 
(任期：平成３１年４月１日～令和３年３月３１日） 

 
  氏  名 区分 備  考 

会長 継 小谷 繁喜 １号 佐治町自治連合会会長 

副会長 継 岸田 みち代 ２号 千代南中学校保護者会会員 

 継 田中 早雄 １号 佐治町まちづくり協議会副会長 

 継 岡村 裕司 ２号 因州和紙同業会会員 

 継 栗谷 幹雄 ２号 JA鳥取いなば佐治支店果実部長 

 継 西尾 寛茂 ２号 佐治町支部老人クラブ会長 

 継 竹内 むつ子 ２号 小規模多機能居宅事業運営委員 

 継 杉本 淑子 ３号 公募 

 継 福安 道則 ３号 公募 

 新 下石 聡子 ２号 佐治町連合婦人会会長 

 新 無替 幸夫 ３号 公募 

 新 竹村 智行 ３号 公募 

 

＊ 選出区分 

 １号委員 自治会、まちづくり協議会等の役員の職にある人 

 ２号委員 学識経験を有する人 

 ３号委員 公募により選任された人 

 

佐 治 町 総 合 支 所 

支所長 西尾 彰仁 

副支所長兼地域振興課長 徳永  努 

産業建設課長 福田 浩二 

市民福祉課長 前田 由美 

地域振興課課長補佐 青木 正弘 
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圏域内人口（人）
公共交通のカバー率（%）

※圏域内人口の割合

1,918 1,616 84.3%
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さじアストロパーク

今後の在り方について

経 過
・開館して２５年が経過し、施設・設備の修繕や専門職員の雇用について検討する時期となった。
・昨年度に庁内あり方検討会を2回実施し、委員の意見をもとに教育委員会で方針を出すこととなった。
・施設の在り方を決定する方法として、10年をひと区切りとしてアストロパークの将来を見据えた10年間の動きを想定し、
中長期的な運営となるよう運営方法などを検討し、教育委員会で方針を決定する。

佐治町地域振興会議資料

令和元年10月25日

担当課 生涯学習・スポーツ課

鳥取市教育委員会



１．現 状
・平成6年7月に開館し、今年で開館25周年を迎える。
・年間延べ総利用者数は35,000人～40,000人で推移している。
・年間運営経費（過去5年平均値）は、歳出額72,707千円、 歳入額
10,643千円である。 （歳入のうち約7割がコテージ使用料）
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さじアストロパーク利用状況

天文台 プラネタリウム 夜間観察会
出張事業 延べ総利用者数

２．課 題
・例年冬場の利用者が少なく、年間とおして平日の夜間利用が少ない。
・専門職員の4人中3人が、6年以内に定年を迎える。
・施設及び設備の老朽化による修繕を実施しているが、25年経過してい
るためこの先も修繕や改修が想定される。

・業務や来館者対応に追われ出前講座のニーズに対応しきれていな
い。 （繁忙期）
・園地内の植栽剪定や草刈りなどに手が回らず不十分になっている。

１１月～３月の
利用が少ない

図１

図２
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自然環境
全国星空継続観察で日本一の夜空の暗
さに幾度もなっており、「国内トップクラス
の美しい星空」

設備環境
充実した設備が揃った国内・
世界有数の公開天文台
・口径103センチ望遠鏡
・望遠鏡付きコテージ
・プラネタリウム など

研究成果
新小惑星の発見やＪＡＸＡ
と連携・協力

教育成果
・専門職員を配置

・出前講座や大学講義の実施
などきめ細やかなサービス

地域振興
五しの拠点施設の１つ
（五し＝星、和紙、石、梨、話）
外国人宿泊者が年々増加

３．さじアストロパークの強み

４．今後の方針

過去の利用状況等の分析をもとに、開館時間や職員の勤務体制を見直し、天文知識を有した専門職員の継続雇用により教育
施設としての役割を強化していく。それにより、学校や公民館などで行う出前講座の回数を増やすことができ、学習を通してよ
り多くの子どもたちに天文に興味を持ってもらい、アストロパークで学んでもらう。

さらには、佐治町の地域振興の１つとして、地域との連携を強固にして利用者数の増加を目指し、佐治町の星空を多くの人に
見てもらい「美しい星空環境」を未来へつなげていくための拠点施設として設備整備を検討しながら運営体制を構築する。

85件
（過去５年平均）

≒153％⤴ １３０件
（１０年後）

●出前講座目標

4,496人
（過去５年平均） ≒155％⤴ ７，０００人

（１０年後）

●運営経費削減目標

光熱水費

燃料費

２５％⤵
（10年後）

１０年後の目標数値

件数

人数

+

●天文台来館者数目標

19,303人
（過去５年平均）

≒130％⤴ ２５，０００人
（１０年後）

当施設は、日本一の星空環境に加え、国内有
数の大口径望遠鏡や全国でも珍しい望遠鏡付きコ
テージを備えている。さらに、専門員が常駐するこ
とで、他にはない魅力と教育力を兼ね備えた施設
である。

地域総がかりで地域の将来を担う子どもたちを育
成することが求められる現在において、「ふるさとを
想い志を持つ子を育てる」上で重要な施設である。

また、地域振興やインバウンド対応の取り組みに
おいてもその希少性は重要な意味を持ち、教育・観
光両面で積極的な活用策の検討が必要。



５．１０年間の目標に向けた新たな取り組み

職員の勤務時間はそのままに開館時間などの運営方法の見直しを行い、10年間の目標の達成にむけて『待つ
サービスから届けるサービス』の強化を図る。

〇休館日の変更 （現状）毎週月曜日、第3火曜日 ⇒ （見直し後）毎週月・火曜日≪11月～3月のみ≫

〇開館時間の変更

現

状

時期 開館時間

4月～9月 9：00～22：00

10月～3月 9：00～21：00

見
直
し
後

時期 開館時間

4月～10月 【火～木・日・祝】 10：00～17：15
【金・土】 10：00～22：00

11月～3月 【水～金・日・祝】 10：00～17：15
【土】 10：00～21：00

※夜間開館がない日（休館日以外）は宿泊者及び事前予約のみ対応。

※GWや夏休み、各イベントなどの開館は教育委員会で承認後に開館する。

見直しによる９９０時間（H29ベース）を
届けるサービスの強化へ！！

今後１０年間の目標
★教育分野の取り組み強化
★延べ総利用者数を増やす
★運営経費の削減

事業や事務の評価・見直し出前講座の拡大

★美しい佐治の星空を未来へつなげる★

関係機関との連携強化

利用拡大へのＰＲ

目指す将来像

新たな事業の企画

運営方法の見直し

人材の確保
環境保全
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◎新たな取り組みによる効果

◆教 育
・全てのニーズに対応できなかった出前講座が対応可能となり、実施回数増加による延べ総利用者数の拡大が見込まれる。
・学校で授業を行うアストロ教室は、冬季のみの対応となっていたが、その他の時期の対応が可能となる。
・多くの出前講座を行うことで、より多くの人に天文に興味を持ってもらい、アストロパークの利用者拡大につなげる。

◆職 員
・開館時間の見直しでシフト勤務（夜間勤務）が減り、職員の負担軽減につながる。（働き方改革の推進）
・来館者の対応時間の縮小により、専門的事務の時間が確保でき、企画力の向上や情報発信につながる。

◆事 業
・新たなイベントや事業を企画することで集客力アップにつなげる。
・事業を見直すことが可能となりニーズにあった事業の実施が可能となる。

◆運 営
・日曜日や祝日の日中に多くの職員を配置することが可能となる。
・開館時間などの見直しによる運営コストの削減。（光熱水費など）

●コテージの料金設定の検討
⇒閑散期の利用促進のため利用料金を検討する。
コスモスの館と調整が必要。（令和５年度までに検討）

●インバウンド利用者への対応
⇒施設表示や説明の多言語化、キャッシュレス化など
●指定管理制度の検討
⇒コスモスの館を含めたアストロパーク全体で検討が必要。
●人材の育成強化
⇒イベントなどに協力をしてもらえる人材の育成を強化していく。
●設備の更新（プラネタリウム・コテージなど）
⇒設備を更新する際には、教育施設として必要かどうかを判断
し、有利な財源を確保していかなければならない。

今後検討が必要なもの

今後のスケジュール

令和元年１０月・・・定例教育委員会報告

佐治町地域振興会議報告

令和元年１１月・・・アストロパーク管理運営委員会

令和元年１２月・・・規則改正、文教経済委員会報告

令和２年２月or３月・・・市報へ掲載
令和２年４月より運用開始


